
九州建設情報社

九州地方整備局、第３回事業評価監視委員会 

今月２６日に開催へ（道路や港湾などの再評価を審議） 

 

国交省九州地方整備局は、公共事業の透明性や効率性の向上を目的とした「九州地方整備局

事業評価監視委員会（令和８年度第３回）」を、１０月２６日（月）に福岡市の福岡第二合同庁

舎で開催する。同委員会は、学識経験者ら第三者の視点から、個別の公共事業における新規事

業採択時評価や再評価、事後評価の対応方針などを審議・確認する場。今回は、道路や港湾、

砂防、河川などの各事業を対象に審議および報告が行われる。 

主な議事内容は審議の再評価（計７事業）。道路事業（５事業）は、一般国道４９７号今宿道

路（福岡県）、伊万里道路（佐賀県）、伊万里松浦道路（佐賀・長崎県）、松浦佐々道路（長崎県）、

一般国道１０号新富バイパス（宮崎県）。港湾事業（１事業）は、別府港石垣地区旅客対応ター

ミナル整備事業（大分県）。砂防事業（１事業）は、阿蘇山直轄砂防事業（熊本県）。審議：事

後評価（計１事業）は営繕事業（１事業）の鹿児島第３地方合同庁舎（鹿児島県）。 

報告：再評価（計８事業）は・山国川直轄河川改修事業（福岡県・大分県）、・肝属川直轄河

川改修事業（鹿児島県）、・大淀川総合水系環境整備事業（宮崎県）、・筑後川総合水系環境整備

事業（福岡県・熊本県）、・本明川総合水系環境整備事業（長崎県）、・菊池川総合水系環境整備

事業（熊本県）、・五ヶ瀬川総合水系環境整備事業（宮崎県）、・川内川総合水系環境整備事業（宮

崎県・鹿児島県）。 


